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事業目的

共同受注窓口組織推進事業

　障害者が工賃のアップを通じて地域で生き生きと 「その人らしく暮らす」 とともに、 障害者の地域生

活を支える 「いきがい」 の場のひとつとなっている事業所が、 生産活動を充実させ、 支援力を高める

ことなどを目的として、 全県域において、 障害者自立支援法に規定する就労継続支援 B 型事業所等

の工賃支払規定を有する事業所を対象に （以下 「対象事業所」 といいます） 事業を実施しました。

事業報告

Ⅰ　障害者生産活動支援事業

　複数の事業所が共同して工賃を引き上げることを目的に、 共同受注窓口組織 （以下 「はたらき

隊かながわ」 という。） を設置 ・ 運営し、 対象事業所のうち、 はたらき隊かながわに登録いただい

た事業所 （以下 「登録事業所」 という。） に対して受注の分配を行いました。

（1） 共同受注窓口事務局の設置と運営

　 ・ 事務局の設置場所 神奈川県藤沢市湘南台 1-7-8 エスポワール 304 号室

　 ・ 常勤事務局員 1 名

　 ・ 営業日数  256 日

（2） 登録事業所数 / ２４３事業所

圏域別…横浜 78、 川崎 42、 相模原 12、 横須賀 ・ 三浦 20、 湘南東 27、 湘南西 20、 県央 32、 県西 12

　登録事業所の募集にあたっては、 はたらき隊かながわＷＥＢサイトへの掲載、 福祉情報サービス神奈川

を活用した周知、 対象事業所へのメール配信、 受注分配時の同時登録等により行いました。

横浜地区 ： 78

相模原地区 ： 12
川崎地区 ： 42

湘南西地区 ： 20

県西地区 ： 12

湘南東地区 ： 27

県央地区 ： 32

横須賀 ・ 三浦地区 ： 20
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（3） 受注実績

　企業や団体等からの受注案件に対する契約事務及び、 登録事業所への受注分配 ・ 納品の取りまとめ業

務を行いました。 　

●受注件数  165 件

●受注金額  １9,323,251 円

 （官公需） 9,814,607 円 50.8％

   ・ 神奈川県 5,092,898 円　26.4％

   ・ 国  3,589,157 円　18.6％

   ・ 独立行政法人 　 761,102 円　 4.0％

   ・ 市町村 　 371,450 円　 1.9％

 （民需）  9,508,644 円 49.2％ 

●配分件数  延べ 210 事業所

 ○障害福祉圏域別 （延べ数）

 横浜地区 ： 44 事業所、 川崎地区 ： 33 事業所、 相模原地区 ： 17 事業所、

 横須賀 ・ 三浦地区 ： 11 事業所、 湘南東地区 ： 88 事業所、 湘南西地区 ： 4 事業所、

 県央地区 ： 9 事業所、 県西地区 ： 4 事業所

●契約主体

　受注にかかる契約については、 はたらき隊かながわ若しくは登録事業所により行いました。 　　

　今年度より、神奈川県からの調達については、はたらき隊かながわを受託運営する神奈川セルプセンター

が地方自治法施行規則 （昭和 22 年内務省令第 29 号） 第 12 条の２の３第１項の規定に基づき、 地方自

治法施行令 （昭和 22 年政令第 16 号） 第 167 条の２第１項第３号に規定する障害者支援施設等に準ず

る者に認定されています。

（4） はたらき隊かながわＷＥＢサイトの運営

　登録事業所の情報を取りまとめ、 はたらき隊 Ｗ

ＥＢサイトにて企業、 県民、 行政機関などに向け

て情報発信しました。 併せて、 障害者生産活動

支援事業のイベント情報についてもお知らせしまし

た。
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成果 ・ 効果

　はたらき隊かながわの運営にあたり、 次の目標数値を設定しました。

　本格始動より 2 年目を迎え、 はたらき隊かながわの実績は、 着実に数値的な伸びを見せており、 年度

当初に掲げた目標値についても受注金額は努力目標を超え、 登録事業所数もその数値に近づきつつ

あります。

　

（１） 地域連携

　拠点施設 ( ※ 1) を設置し、 そこを中心に近隣事業所への受注分配が可能となったことで、 短納期や

大量受注に対応できる体制が地域毎に構築されつつあります。

（２） 新規参入 

　外部清掃 （除草） 業務などの情報を受託場所近隣の登録事業所に周知することで、 登録事業所が従

来実績のなかった業務分野への参入を促すことができました。

（３） 受注対応 

　登録事業所数や受注件数の増加に伴い、 短期納入や大量受注への対応が可能になりつつあります。

（４） 課題

　はたらき隊かながわの設置により、 一定の成果 ・ 効果を得ることができましたが、 他方で改善の必要の

ある事項も抽出されています。

　①品質管理 /　作業指示書を遵守した品質管理

　②工程管理 /　納期を遵守するための工程管理

　③拠点施設 /　障害福祉圏域単位の拠点施設設置

　④書類作成 /　見積、 請求など書類作成のスキル向上

  ⑤取引業者の流出 / 共同受注窓口組織が新たに開拓した業者であっても、 業者と登録事業所が直接 

     取引することにより、 取引業者や受注実績の流出に繋がっている。

（※ 1）　拠点施設 ： 大口の受注に対して、 発注元からの資材受け入れ、 発注元への納品について取りまとめを行うハブ

的機能をを持つ施設・事業所をさします。 また近隣施設・事業所への受注分配についても、 拠点施設を通して行います。

項目 必達目標 努力目標

（１） 受注額 10,000,000 円 15,000,000 円

（２） 登録事業所数 200 事業所 250 事業所

項目 登録事業所数 受注金額 延配分件数

平成 25 年度実績 182 事業所 4,008,261 円 69 事業所

平成 26 年度実績　 243 事業所 19,323,251 円 210 事業所

増減 61 事業所 15,314,990 円 141 事業所
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事業報告 生産活動促進支援事業

　平成２４年度 ・ ２５年度に障害福祉事業所の自主製品の質の向上や生産活動の付加価値を高め

る事を目的として開催しました 「きらっと輝く製品コンテスト」 に於いて、 受賞された製品から特に

好事例となる３事業所より好事例発表として報告を頂くセミナーを開催しました。

　また、 県内でご活躍されている経済団体の皆様方に、 事例発表に対する講評等を頂き、 今後の

製品づくり ・ 販売の参考となる良い機会となりました。

【日　時】 平成 27 年 2 月 23 日 （月） 13 ： 30 から 15 ： 00

【会　場】 神奈川県庁本庁舎大会議場

【参加者】　 141 名　内訳 ： 受賞者 10 名、 福祉事業所 43 ヶ所 109 名、 事務局他 22 名

【内　容】　 

1. 受賞事業所好事例発表 （職員と利用者による発表）

 (1) 大根工芸…秦野まどれーぬ 「さくら」　（第２回コンテスト食品部門優秀賞）

　秦野まどれーぬさくらは、 秦野の名産品 （全国シェア１位） 八重桜の塩漬け

を活用した、 地元秦野のＰＲにはもってこいの食材と、 よるべ沼代で平飼いさ

れた有精卵よるべの卵、 無着色、 国産の桜葉の塩漬

けから作られたパウダーを使用しています。

　卵の泡立ての他は、 すべてハンドメイドで作っており、

安全確保のためのオーブン以外は利用者の手によっ

て製造しています。 自社の直営店の他、 ともしびショップ、 中井ＰＡの売店など

で販売しています。

（２） 共働舎…多肉植物鉢 （第２回コンテスト非食品部門優秀賞）　

　共働舎では、 花苗の生産、 パンの製造、 陶器の作製を行い販売しています。

陶芸部門では、 一つ一つ手作りをしているので、 作家によって表面の具合や

模様など風合いに違いがあります。 出来上がった陶器

は、使いやすさはもちろんのこと、選ぶ楽しさもあります。

　受賞した多肉植物の寄植えは、 陶器や花苗を別々に

販売するのではなく、 陶器に寄植えをすることで商品

の価値を高めて販売できる効果があります。 なお共働舎の陶器は、 ファールニ

エンテ （イタリア語で 「何もしない」） の店舗でも使用しています。

陶

模

は

販

を

れ

け

安

チャレンジ製品開発 ・ 品質向上セミナー
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（３） セルプきたかせ…しあわせの生キャラメル （第２回コンテスト食品部門最優秀賞）

　 セルプきたかせでは、 開所当初よりベーカリーを中心に販売を行ってきました

が、 販売先や納品先の増加により、 現在の生産設備では製造量に限界があっ

たため、 更なる自主商品を検討した結果しあわせの生キャラメルが誕生しまし

た。

　 しあわせの生キャラメルは、 売れる商品は何か、 利用者主体で作れるもの、 等

の目標を決めて約２年間度重なる失

敗を経て商品化に至りました。

　 きらっと輝く製品コンテストにおいて評

価頂いたことが、 大きな自信と更なる努力につながっています。

　これからもお客様の笑顔、 みんなの笑顔のために 「しあわせ」

な商品を作っていきます。

2. コンテストと好事例発表への講評

【コメンテーター】 ・ 神奈川県商工会議所連合会　　　事業課長　　望月　敏久氏

　 　 　 ・ 神奈川県生活協同組合連合会　　常務理事　　青木　宇一氏

　  　 ・ けいしん神奈川　　中小企業診断士　　藤田　直哉氏

　大根工芸は、 地元名産を原材料に使用したハンドメイドの製品作りを心掛けており、 「地産地消」 の商

品コンセプトに評価を得ました。

　次に共働舎は事業所内に多種多様な作業部門があり、 今回の受賞製品も農園芸部門と陶芸部門のコ

ラボレーション製品であり、 利用者の得意な部分を掛け合わせた製品作りの工夫と利用者の作業参加の

面に於いて評価をいただきました。

　セルプきたかせは、「オリジナル性」 「利用者主体」 を製品開発の軸とし、２年の歳月を経て製品化に至っ

た経緯の中で、 特に 「福祉の製品だから買ってもらうのでは

なく、 商品の良さでお客様に喜んでもらう」 という一般市場の

ニーズを対象とした製品開発の姿勢に高い評価を得ました。

　また、 共働舎と、 セルプきたかせは、 どちらも販売に特化

した部門を設けており、 その活動については一般参加者から

も高い関心が寄せられていました。

26年度神奈川県障害者生産活動支援事業報告書.indd   6 2015/04/08   16:02:35



7

発注に貢献した企業への表彰事業事業報告

【内容】　 対象事業所から推薦された企業内から、 選定委員の協議によって表彰企業を選定

　　　　　　　　　　　＊推薦のあった 15 事業所から 10 事業所が決定

【選定委員】　 在原理恵　　神奈川県立保健福祉大学講師

  藤田直哉　　公益社団法人けいしん神奈川相談役

  太田裕貴　　神奈川県障害福祉課主事

【推薦期間】 平成 26 年 11 月 12 日から 11 月 19 日

【選考要件】 ・ 対象事業所へ過去 5 年間のうち、 年間 100 万円以上の発注を 2 年以上していること。

  あるいは年間 50 万円以上の発注を 4 年以上実施していること。 尚、 複数の事業所へ の発

  注で上記要件を満たしていれば対象とする。

  ・ 対象事業所からの推薦のあること。

  ・ 労働関係法規を遵守していること。

  ・ 公序良俗に反する事業を行っていないこと。

【選定委員会】 平成 27 年 1 月 29 日 （水） 14 ： 00 から 16 ： 30　神奈川県社会福祉会館

【表彰企業】 井上樹脂株式会社

( 順不同 ) 医療法人社団悠仁会ほほえみの郷横浜

  株式会社シバリネン

  都市環境サービス株式会社

  日本精密発条株式会社

  旭紙業株式会社

  アーバン ・ コーポレーション株式会社

  株式会社サン ・ ライフ

  株式会社富留屋古賀音庵

  有限会社岩手電機製作所

【 表彰式 】　 日　時　/　平成 27 年 2 月 23 日 （月） 13:10 ～ 13:30

　  場　所　/　神奈川県庁本庁舎大会議場

　  参加者　/　141 名　＊受賞者 10 名、 43 福祉事業所 109 名、 事務局他 22 名

民間企業から対象事業所への発注を促進することを目的に、 対象事業所へ業務発注をした企業

などに対して表彰を行いました。

神奈川県福祉部長　石黒敬史　氏
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事業報告 工賃アップ検討会

　外部有識者からなる工賃アップ検討会を、 下記の通り 2 回開催し、 工賃向上に関する意見を聴

取するとともに、 障害者生産活動支援事業全体の公平かつ効果的な実施に努めました。

【 検討会構成員 】 在原理恵 県立保健福祉大学講師 （学識者）

   藤田直哉 公益社団法人けいしん神奈川相談役 （中小企業診断士）

   坂口　健 アガペ第 2 作業所施設長 （県身体障害施設協会）

   瀬戸利彦  しんわルネッサンス施設長 （県知的障害施設団体連合会）

   菅沼久則  （社福） 秦野なでしこ会理事長 （県精神障害者連絡協議会）

【 検討会の開催 】

○第 1 回検討会

日　時  平成 26 年 7 月 24 日 18 ： 00 から

会　場  神奈川県社会福祉会館会議室

○第 2 回検討会

日　時  平成 27 年 3 月 25 日 18 ： 00 から

会　場  神奈川県社会福祉会館会議室
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事業報告 ぷれジョブパネル展示会と記念の集い

　「かながわ工賃アップ推進プラン」 に基づき、 企業、 NPO、 経済団体、 農業団体、 消費生活団

体等の障害福祉分野以外の団体 （以下 「協働団体」 という。） と協働したイベントを開催し、 協働

化のモデルを提示することにより、 障害者の生産活動の幅を広げて、 社会参加の促進や労働意

欲を高めるとともに、工賃向上に資することを目的として、対象事業所を対象に事業を実施しました。

Ⅱ　協働モデル事業

事業目的

　神奈川で行われている 「ぷれジョブ」 の活動を紹介するパネル展を行いました。

　ぷれジョブとは、 小学 5 年生から高校 3 年生までの障害のある児童 ・ 生徒が、 地域で行う就労

体験のことです。

　「ぷれジョブ」 が障害のある子どもや保護者にとって、 貴重な就労体験であるだけではなく、 地

域の人たちが障害について理解を深め、 障害のある子どもをみんなで支えていく様子や仕組みを

周知いたしました。

　また、 記念の集いでは、 ぷれジョブを経験した子どもたちの紹介や、 ぷれジョブ藤沢代表の浅野

史郎氏の講演会を行いました。

　パネルだけでは伝えられないぷれジョブの内容や秘話、 また地域の社会力を高めるために必要

なこと等をお話しいただきました。

【日　程】 平成 26 年 12 月 9 日 （火） ～ 12 月 11 日 （木）

【場　所】　 神奈川県民センター 1 階展示場

【テーマ】　 ぷれジョブ　～小学生からの仕事体験～という試みから見えるもの

　　　　　　　　 「障がい者が働く現場は今」

【協働団体】 ぷれジョブ藤沢、 ぷれジョブちがさき ・ 寒川、 トレッサ横浜

  ○ぷれジョブは障害のある子どもの貴重な就労体験の場だけにとどまらず、 地域で障害

  のある人を支える活動なので、 この取り組みが神奈川県内に拡がることで、 障害のある 

  人たちの社会参加と工賃向上に資することから、 協働団体に選定しました。

【来場者】　 概ね 400 名

【実施内容】 （１） ぷれジョブパネル展示会

  （２） 記念の集い

  　　　○日時　12 月 9 日 （火）　16 ： 00 から 17 ： 00

  　　　○内容　 ・ ぷれジョブ藤沢およびぷれジョブを体験した子どもたちの紹介等  

 　　　　　　　　　　　　　　 ・ 講演　「地域の福祉力」　ぷれジョブ藤沢代表　浅野史郎氏
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1. パネル展示会

　展示した 34 枚のパネルには、 藤沢市内を中心とした飲食店、 ハンバーガーショップ等で就労体験を

している活動写真や、 障害のある子ども本人の感想や保護者のコメント、 体験を受け入れている企業担

当者のコメントが載っており、 来場された方々は一枚一枚熱心にご覧になっていました。

2. 記念の集い

　主催者を代表して神奈川県保健福祉局福祉部の中元障害福祉課長の挨拶

により、 記念の集いが開始されました。

　ぷれジョブ藤沢事務局長　内海智子さんより、 2 年前にぷれジョブ藤沢を神

奈川県内で初めてスタートさせ、 現在では 15 企業、 20 事例が実現したとの報

告がありました。 続いてぷれジョブについて、 企業へジョブプレイヤー （障害

のある子ども）が 1 週間に 1 時間出向いてお仕事体験し、6 ヶ月間で終了する。

そして、次のタームに移ること、ジョブプレイヤーが企業へ向う時には、ジョブサポーター （地域のボランティ

ア） が同行することについて説明されました。

　ジョブプレイヤーへのインタビューでは、 印刷会社でのシュレッダー業務やハンバーガーショップ、 ラー

メン店、 行政機関での活動について伺うことができました。

 　「ぷれジョブが多くの企業に体験を受け入れてもらえるように、 その輪を広げていきたい。 必ずこどもた

ちにも企業にもプラスになりますから。」 との言葉は印象的でした。

受入事業所の方からのお話しぷれジョブ藤沢事務局長内海智子さん ジョブプレイヤーへのインタビュー

中元障害福祉課長
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3. 講演 「地域の福祉力」　　ぷれジョブ藤沢代表　浅野　史郎氏

　元宮城県知事、 神奈川大学特別招聘教授でありぷれジョブ藤沢

代表の浅野 史郎氏より 「地域の福祉力」 について、 ぷれジョブ藤

沢の活動をとおした講演をいただきました。

　浅野氏は、 ぷれジョブの活動については、 地域の非専門家を半

専門家にすると言います。1 週間に 1 日 1 時間を 6 ヶ月間継続する。

このハードルの低さと効果の高さが魅力であり、 障がいのある人が

街に慣れ、 街

が障がいのある人に慣れる。 ぷれジョブによって、

地域のネットワークが生まれることに意義があるとい

います。

 　浅野氏から来場者へのインタビューもあり、 短い

講演時間でしたが大変有意義なものとなりました。

代

沢

専

こ

街

事業報告 経営相談事業

対象事業所で行う生産活動の売上向上など、 日頃より困っていること疑問に思っている事などにつ

いて、 相談に応じました。

【日　時】 平成 26 年 12 月 9 日 （火） ～ 12 月 10 日 （水）

【場　所】 神奈川県民センター 1 階展示場　特設コーナー

【協働団体】 公益社団法人けいしん神奈川　藤田　直哉　氏

  ○神奈川県の行う工賃向上にかかる事業に参画

  し、 施設 ・ 事業所の実施する生産活動への理解 

  と知識を有しており、 障害者の社会参加と工賃向

  上に資することから、 協働団体に選定しました。

【実施内容】 1 事業所につき、 30 分間経営相談を実施しました。

【来談者】　 6 事業所

  ○はたらき隊かながわの登録事業所に向けて募集しました。

　 12 月 9 日 （火） 12 月 10　日 （水）

13 ： 00 ～ 14 ： 00 糸ぐるま 社会就労センターしらね

14 ： 15 ～ 15 ： 15 就労継続支援 B 型事業所ジャンプ ワークショップフレンド

15 ： 30 ～ 16 ： 30 亀茶房 藤沢ひまわり
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事業報告 自主製品商品販売会事業

事業報告 作業体験事業

対象事業所で行う生産活動の売上向上など、 日頃より困っていること疑問に思っている事などにつ

いて、 相談に応じました。

【参加事業所数】 延べ 11 事業所

【売上金額】  141,260 円

【商品 ・ サービス】 （食品）　焼き菓子類、 パン、 豆腐、 コーヒー豆など

   （非食品） 祝い割り箸セット、 絵葉書、 ビーズ製品、 デコパージュ石鹸など

   （サービス） あんま指圧マッサージ

販売会同様、 パネル展示会期間中、 就労継続支援事業所で行っている水道メーターの解体作業

のデモンストレーション及び、 どなたでも参加可能な作業体験を実施しました。

【協　力】 神奈川県企業庁

  ハートピア湘南

【体験者数】 30 名程度
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事業報告 セミナー事業

先進的な事例よりも 「身近で取り組めそう」 という点に的を絞り、 来場者の気づきや視点提供をし

ながら、 商品の付加価値向上のヒントなどセミナーをとおして全国の事例を紹介しました。

【日　時】 平成 27 年 2 月 23 日 （月） 15:10 ～ 16:55

【会　場】 神奈川県庁本庁舎大会議場

【内　容】 事業所の工賃向上について～ change プログラム～

【参加者】 131 名　内訳 ： 福祉事業所 43 ヶ所 109 名、 事務局他 22 名

【協働団体】 株式会社インサイト　代表取締役　関原　深　氏

  ○株式会社インサイトについては、 企業の行う障害者雇用や事業所 ・ 施設工賃向上に

  かかる事業に参画し、 施設 ・ 事業所の実施する生産活動にかかるコンサルティングの

  実績を多数有しており、 障害者の社会参加と工賃向上に資することから、 協働団体に

  選定しました。

　事業所の工賃向上について　～ change プログラム～

　株式会社インサイ

トの関原氏は、 創

業当初より全国の

障害福祉事業所へ

のコンサルティング

を実施しているとの

ことで、 セミナーの

参加をとおして参加者が事業所 ・ 施設に戻った

後に何らかのアクションを起こせるようにとのメッ

セージからはじまりました。

　関原氏は、 日頃より事業所 ・ 施設の現場で働

いていると工賃よりも支援が大事との想いが生じ

てしまうが、 企画と支援を分けて整理する必要が

あるという。

　例えば、 同じ商品を生産する時に、 単価が上

がれば本人の生産力が同じでも工賃は上がる。

この企画力の差で付加価値に違いが生じるとの

こと。 また本人の生産力を向上しようと思った時、

そこには必ず個別支援計画が必要である。 つま

り、 個別支援計画と工賃向上計画との連動が必

要であり、 本人の参画なくして、 工賃向上の意

味はないとのことでした。

　事例では、 マーケティング戦術の活用、 未利

用資源の活用、 流行 ・ 用途 ・ サイズ等の商品

改良、その道のプロに教えてもらう、請負の切替・

価格交渉など高付加価値を探すことについて紹

介されました。

　Change プログラムについては、 何らかの行動

を起こして変化を生み出すため、 現状把握、 シ

ナリオ策定、 計画化、 実施、 確認 ・ 修正の５つ

のステップを 6 ヶ月のタームで行うことについて、

説明がありました。

　全国の成功事例について、 誰かができることを

実行した結果、 流れが好転してついてきている

とのことでした。

　最後に、 実際の現場ではもどかしい事も沢山

あるが、 気持ちを抑えて、 プロの目にならず、

自分たちの限界を線引きすることなく励んでほし

いとの言葉がありました。

ト

業

障

の

を

こ

参加 参 者 事業
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参考資料

チャレンジ！製品開発 ・ 品質向上セミナー　受賞事業所好事例発表

○地域精神保健福祉会　大根工芸

自主製品名称 秦野まどれーぬ 「さくら」

特徴 ・和のイメージを持つ桜を洋風のお菓子に作り上げ、 ひらがなで 「まどれーぬ　さくら」

とネーミング

・ 秦野名産の八重桜の塩漬けをトッピングに使用し、 見た目に美しく話題性があり、

生地には桜パウダーを混ぜ込み、 桜独特の味、 香りを楽しんでもらえる一品

・ 華やかさ、 かわいさと安価な価格設定が共存　など

製造地 秦野市南矢名 2041-5

作業所名 大根工芸　菓子工房 「香音」

主な原材料 原材料 生産地

よるべの卵 （有精卵） 小田原 100％

小麦粉 日清製粉バイオレット 100％

無塩マーガリン 雪印 100％

砂糖 伊藤忠商事など 100％

販売可能時期 通年

価格 120 円

内容量 1 個　約 50 ～ 53 ｇ

賞味期限等 15 （品質保持剤としてアルベール

保存方法 常温 （直射日光や高温 ・ 多湿を避けて保存してください）

【製品の特長】

1. 全国シェア 1 位 （70 ～ 80％） 秦野の名産品 「八重桜の塩漬け」 を使用

　食材としては、特徴があり、地元秦野の PR にはもってこいの食材である。 また、エディブルフラワー （食

べられるお花） として桜は、 日本のイメージを強く反映し、 人気な商品になると推察される。 そして、 地

域の作業所として、 秦野の名産品を紹介し、 地域の活性化に貢献したい。

2. ストレスのない健康な平飼い有精卵 「よるべの卵」 を 100％使用

　小田原の沼代のよるべの鶏は、 狭いケージではなく、 自由に動き回り、 ストレスなく、 健康的に過ごして

いる為、 比較的に美味しいはず。 産卵時も、 自然に自由に産める環境にあり、 産みたての卵を採卵して

います。 エサもトウモロコシを主体に、 米ぬか、 麦ぬか、 おから、 魚紛などをブレンドしたもので、 抗生

物質や色素などを入れない肥料です。 見栄えを良くするため黄色が生えるよう色素を入れるのが一般的

ですが、よるべの卵は、こだわりのエサで、色素さえも入っていないので、黄身は薄い黄色で、白身はしっ

かりしています。 そのおかげで、 一般の卵とは泡立ちが違います。 素早く、 ふんわり、 きめ細やかでクリー

ミーな泡立ちが特徴です。
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3. 桜葉パウダーを使用

　一般的には、化学合成の桜エッセンスを使用する場合が多く、ほんのりピンクの色づけになる。 私たちは、

無着色、 国産の桜葉の塩漬けから作られたパウダーを使用している。 そのため、 ピンクではなく自然食の

緑色と桜葉の持つ特徴的な風味とほんのり塩味が、 マドレーヌの味を引き立てている。

4. ハンドメイドの温かさ

　卵の泡立ては、 スタンドミキサーを使用しているが、 その他は全てハンドメイド。 手間のかかる桜の花び

らを試行錯誤でほんのちょっとだけ塩味が残るかげんに時間を調整して塩出しし、 くしゃくしゃになるがち

な花びらを 1 つ 1 つ丁寧に開きトッピング。 粉を合わせるのも生地が固くなるがちなスタンドミキサーに頼

らず、 しっかりふんわり泡立てた卵を手作業で技術を習得したテクニシャン達が粉と合わせるので、 ふん

わり、 しっとり仕上がります。

　規格がバラつかないように 1 個ずつ計量してから焼き上げます。 こちらもオートメーションではなく、 焼き

上がりが均一になるよう時間を調整して焼き上げています。

【販売方法】

　自社の直営販売として売店 「香音」 をはじめ、 弘法の里湯売店 「やまなみ」、 大根公園売店、 保健福

祉センター内ともしびショップ 「ま木」、 ともしびショップ 「ゆめ散歩」、 自然食の店ガイア、 仲居 PA 上下

線売店の各店におろし、 販売してもらっているほか、 秦野市の各種イベント （福祉センターフェスティバ

ル、 大根ふれあい祭り、 鶴巻ふれあい祭り、 福祉展、 東海大学飛鴎祭、 弘済学園さくら祭りなどに出店し、

製品の販売努力を行っている。

【利用者の参加と製造工程】

　安全のため、 オーブン以外は、 ほぼメンバーによって行われる。

（1 回の製造につき、 3 人で行った方が最も効率が良い）
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○共働舎
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特定非営利活動法人神奈川セルプセンター

〒 252-0804　神奈川県藤沢市湘南台 1 丁目 7-8　エスポワール 304

TEL 0466-53-7802　FAX 0466-53-7803　 kyodo@kyodo-juchu.com   http://www.kyodo-juchu.com
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